
鹿 児 島 建 設 新 聞 （第三種郵便物認可）5（ ） 2 月 日1 第 1 4 3 3 5平成31年 金( ))(2019 年 号

袷 安

庵 按？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

加治木工業高校
建築科　３年

田中　海聖
か い せ い
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兄
の
影
響
で
建
築
の
世

界
に
興
味
を
持
ち
加
治
木

工
業
高
校
に
入
学
す
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。
正
直
、

中
学
校
の
こ
ろ
ま
で
の
私

は
建
設
業
に
対
し
て
「
き

つ
い
」
、
「
汚
い
」
、
「
危

険
」
の
い
わ
ゆ
る
３
Ｋ
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
夏
は
猛

暑
の
中
で
た
く
さ
ん
の
汗

を
流
し
な
が
ら
作
業
を
し
、

冬
は
厳
し
い
寒
さ
の
中

で
働
い
た
り
と
大
変
そ
う

だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
重
機
を
使

用
し
た
り
、
高
所
作
業
な

ど
命
の
危
険
も
伴
う
こ

と
も
あ
り
、
あ
ま
り
良
い

印
象
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
し
か
し
、
学
校
で
専
門

的
に
建
築
の
こ
と
を
学
ぶ

う
ち
に
私
の
考
え
方
も
次

第
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
制
作
実
習
な
ど
を
通

し
て
、
そ
の
と
き
に
得
ら

れ
る
達
成
感
か
ら
、
い
つ

の
ま
に
か
こ
の
業
界
に
対

す
る
魅
力
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
２
年
生
時
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
で
は
、

さ
ら
に
建
設
業
に
対
し
て

の
思
い
が
強
く
な
り
ま
し

た
。

　
あ
る
現
場
で
は
、
そ
こ

に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
か

か
わ
っ
て
い
て
、
現
場
の

強
い
団
結
力
を
感
じ
ま
し

た
。
住
宅
を
造
っ
て
い
る

現
場
で
は
、
一
人
ひ
と
り

が
仕
事
を
分
担
し
合
い
、

作
業
さ
れ
て
い
る
姿
が
す

ご
く
印
象
深
く
脳
裏
に
焼

き
付
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
普
段
、
何
気

な
く
使
っ
て
い
る
道
路
や

施
設
な
ど
も
建
設
業
の
力

な
ん
だ
と
改
め
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
私
は
こ
の
業

界
の
一
員
に
な
り
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
任
さ
れ
た
仕
事
を

全
う
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

業
界
に
誇
り
を
持
っ
て
社

会
に
た
め
に
尽
く
し
て
い

き
ま
す
。
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県
は
鹿
児
島
市
の
鹿
児
島

工
業
高
校
で
１
月

日
、
工

業
系
高
校
に
向
け
た
県
内
企

業
説
明
会
を
開
催
し
た
。
進

路
を
決
断
す
る
そ
の
日
に
備

え
参
加
し
た
２
年
生
約
３
５

０
人
に
と
っ
て
、
人
生
の
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
つ
な
が
る

レ
ー
ル
構
築
の
礎
と
な
っ
た
。

　
説
明
会
は
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
た
生
徒
ら
が
企
業
ブ
ー

ス
を
回
る
形
式
で
実
施
。
２

０
１
９
年
３
月
ま
で
に
県
内

の
５
校
で
予
定
し
、
県
建
設

業
協
会
（
藤
田
護
会
長
）
も

協
力
し
た
。
　

　
各
企
業
の
担
当
者
は
、


分
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
自
社
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。

施
工
・
受
賞
実
績
の
ほ
か
、

教
育
制
度
や
住
居
設
備
と

い
っ
た
環
境
や
待
遇
な
ど
説

明
し
、
担
い
手
継
承
に
向
け

懸
命
に
思
い
を
伝
え
た
。
生

徒
は
母
校
の
先
輩
が
活
躍
す

る
話
題
に
は
う
れ
し
そ
う
に

聞
き
入
っ
た
。

　
同
協
会
の
人
材
育
成
対
策

室
の
加
世
田
登
室
長
は
「
業

界
の
人
手
不
足
が
顕
著
。
今

後
も
こ
う
い
っ
た
機
会
へ
積

極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
企
業
へ
呼
び
掛
け
、
生
徒

に
は
「
会
社
名
を
覚
え
て
も

ら
い
選
択
肢
の
一
つ
に
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。
　

　
参
加
し
た
生
徒
は
「
建
物

を
つ
く
る
の
は
お
も
し
ろ
そ

う
」
、
「
県
外
を
希
望
し
て

い
た
が
県
内
で
働
く
の
も
い

い
か
も
」
な
ど
、
前
向
き
な

反
応
を
示
し
て
い
た
。

　
建
設
関
連
の
参
加
企
業
は

次
の
通
り
。

　
南
生
建
設
　
前
田
組
　
坂

本
建
設
　
江
藤
建
設
工
業
　

丸
福
建
設
　
内
村
建
設
　
新

生
組
　
森
山
荏
組
　
野
添
土

木
　
新
留
土
木
　
九
州
タ
ブ

チ
　
南
光
　
日
建
ラ
ス
工
業

中
川
製
作
所
　
セ
ン
テ
イ
　

土
佐
屋
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
　

プ
ラ
ン
テ
ム
タ

ナ
カ
　
藤
田
ワ

ー
ク
ス
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鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学

校
の
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
工

学
科
５
年
生

人
は
、
授
業

の
一
環
で
伊
佐
市
に
あ
る
曽

木
の
滝
公
園
に
古
民
家
を
移

設
す
る
計
画
案
を
作
成
し
た
。

昨
年

月
か
ら
現
地
調
査
を

行
う
な
ど
し
て
、
１
月
か
ら

模
型
づ
く
り
に
着
手
。
計
画

案
は
、
実
地
や
講
義
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
た
自
由
な

発
想
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と

な
っ
た
。

　
１
月

日
、
同

校
で
平
面
計
画
や

基
本
コ
ン
セ
プ
ト

な
ど
の
研
究
発
表

を
行
っ
た
＝
写
真

＝
。
ま
た
、
計
画

案
作
成
に
当
た
っ

て
、
大
進
の
小
林

清
文
氏
と
大
翔
の

中
俣
敏
朗
氏
が
講

師
を
担
当
し
、
調

査
か
ら
模
型
づ
く

り
ま
で
携
わ
っ
た
。

　
発
表
で
は
、
古

民
家
か
ら
曽
木
の

滝
を
ど
の
よ
う
に

み
せ
る
か
、
建
物
と
景
観
を

ど
う
計
画
し
て
い
く
の
か

平
面
計
画
や
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
動
線
計

画
な
ど
の
提
案
を
各
班
で

行
っ
た
。

　
そ
の
中
で
、
高
齢
者
へ
の

配
慮
や
四
季
を
楽
し
め
る
動

線
配
置
、
年
齢
・
国
籍
を
問

わ
な
い
空
間
づ
く
り
、
写
真

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
す
る
な
ど
、
各
班
ア

イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
提
案
が

行
わ
れ
た
。

　
木
場
湧
也
さ
ん
は
「
滝
と

古
民
家
が
調
和
す
る
よ
う
に

配
置
を
考
え
た
。
県
内
の
建

設
業
に
就
職
す
る
の
で
、
こ

の
経
験
を
生
か
し
て
地
元
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
う
」
と

話
し
た
。

　
中
俣
氏
は
「
今
後
も
景
観

ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
ほ

し
い
。
技
術
者
と
し
て
ふ
る

さ
と
を
盛
り
上
げ
る
存
在
に

な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
期

待
を
込
め
た
。

　
全
国
的
に
道
路
や
橋
梁
な

ど
イ
ン
フ
ラ
の
高
齢
化
が
進

む
。
本
県
に
お
い
て
も
、
各

自
治
体
で
維
持
管
理
費
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
Ｓ

Ｉ
Ｐ
（
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

で
は
、
横
断
的
に
産
学
官
が

連
携
を
図
り
、
基
礎
研
究
か

ら
実
用
化
・
事
業
化
ま
で
研

究
開
発
を
推
進
し
、
社
会
を

飛
躍
的
に
変
え
る
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
１
月

日
、
鹿
児
島
市
の

鹿
児
島
大
学
稲
盛
会
館
で
２

０
１
８
年
度
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
イ
ン

フ
ラ
維
持
管
理
の
研
究
開
発

の
検
証
試
験
報
告
会
が
あ
っ

た
＝
写
真
＝
。
国
や
各
市
町

村
の
関
係
機
関
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
学
生
ら
約

人
が

出
席
し
、
革
新
的
最
先
端
技

術
の
研
究
・
開
発
に
触
れ
た
。

今
後
、
産
官
学
に
よ
る
地
域

課
題
へ
の
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
る
。
主
催
は
構
造
物
診

断
技
術
研
究
会
（
武
若
耕
司

代
表
理
事
）
。

　
同
日
は
、
大
成
建
設
（
東

京
都
）
が
開
発
を
進
め
る
、

撮
影
し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
か

ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
の
ひ

び
割
れ
分
布
を
定
量
評
価
す

る
技
術
を
同
社
の
堀
口
賢
一

氏
が
解
説
。
橋
梁
の
橋
脚
部

で
の
実
証
実
験
で
は
、
ウ
ェ

ー
ブ
レ
ッ
ト
係
数
の
値
で
ひ

び
割
れ
を
判
断
。
ま
た
、
幅

の
定
量
化
は
、
算
定
が
回
帰

式
に
基
づ
く
た
め
１
画
素
の

大
き
さ
を
４
分
の
１
か
ら
２

倍
の
幅
の
ひ
び
割
れ
の
検
出

が
可
能
。
堀
口
氏
は
「
構
造

物
を
５
年
に
１
回
の
頻
度
で

点
検
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
劣
化
度
を
前
回
と
比

較
で
き
る
た
め
、
発
注
者
と

し
て
は
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
維
持
補
修
の
優
先
順
位
を

つ
け
や
す
い
の
で
は
」
と
メ

リ
ッ
ト
を
挙
げ
た
。

　
ま
た
、
鹿
児
島
大
学
の
山

口
明
伸
教
授
が
県
内
の
橋
梁

で
実
施
し
た
検
証
試
験
の
結

果
を
報
告
。
「
連
携
し
な
が

ら
現
場
の
効
率
化
を
図
る
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
」
と
話
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
進
の
中
野

智
章
氏
が
３
次
元
ス
キ
ャ
ナ

ー
の
利
点
な
ど
を
紹
介
。
３

次
元
デ
ー
タ
と
し
て
モ
デ
リ

ン
グ
す
る
こ
と
で
維
持
管
理

の
基
礎
デ
ー
タ
に
な
る
こ
と

や
部
材
の
劣
化
進
行
、
補
修

個
所
の
正
確
な
記
録
が
可
能

に
な
る
な
ど
今
後
の
可
能
性

に
触
れ
た
。

　
今
回
の
発
表
会
で
は
、
実

際
に
ド
ロ
ー
ン
で
稲
盛
会
館

を
撮
影
、
大
成
建
設
の
画
像

解
析
ソ
フ
ト
を
用
い
て
大
進

の
技
術
者
に
よ
る
模
擬
点
検

も
実
施
し
た
。


